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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

近の業績動向を踏まえ、平成 24年 5月 15 日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしました

のでお知らせいたします。 
 

記 
 
 

１．業績予想数値の修正 

平成 25 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 24 年 4月 1日～平成 25 年 3 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

737,000 

百万円 

13,000 

百万円 

16,000 

百万円 

7,000 

円 銭 

34.71 

今回修正予想（Ｂ） 730,000 16,000 15,000 7,500 37.09 

増減額（Ｂ－Ａ） △7,000 3,000 △1,000 500  

増減率（%） △0.9 23.1 △6.3 7.1  

（ご参考）前期実績 

（平成 24年 3月期） 
702,840 15,083 18,612 △3,213 △15.93 

 

平成 25 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 24 年 4月 1日～平成 25 年 3 月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

317,000 

百万円 

1,000 

百万円 

6,000 

百万円 

3,500 

円 銭 

17.35 

今回修正予想（Ｂ） 313,000 2,500 6,500 3,500 17.31 

増減額（Ｂ－Ａ） △4,000 1,500 500 0  

増減率（%） △1.3 150.0 8.3 0.0  

（ご参考）前期実績 

（平成 24年 3月期） 
325,137 989 6,240 △6,240 △30.94 

 

 



 

 

２．修正の理由 

 

【連結】 

売上高は、主に飲料容器の販売数量が当初予定より減少する見通しであることなどから、前回

予想を下回る見込みです。営業利益は、飲料容器の販売数量の減少はあるものの、製品価格転嫁

の浸透や諸経費の削減などにより、前回予想を上回る見込みです。経常利益は、営業利益の増加

はありますが、今後も為替相場が円高水準で推移することを想定し、第 2四半期連結累計期間と

同程度の為替差損が発生することを見込んでいることなどにより、前回予想を下回る見込みです。

当期純利益は、税金費用の減少などにより前回予想を上回る見込みです。 

 

【個別】 
売上高は、飲料容器の販売数量が当初予定より減少する見通しであることから、前回予想を下

回る見込みです。営業利益は、飲料容器の販売数量の減少はあるものの、製品価格転嫁の浸透や

諸経費の削減などにより前回予想を上回る見込みです。経常利益は、今後も為替相場が円高水準

で推移することを想定し、第 2 四半期累計期間と同程度の為替差損が発生することを見込んでお

りますが、営業利益が増加することなどにより、前回予想を上回る見込みです。当期純利益は、

上記の要因による経常利益の増加がありますが、第 2 四半期累計期間における東日本大震災にと

もなう特別損失の計上が当初想定以上であったことにより、前回予想通りとなる見込みです。 

 

以上の理由から、平成 25年 3 月期（平成 24 年 4月 1 日～平成 25 年 3 月 31 日）の通期連結業

績予想および通期個別業績予想を修正いたします。 

   

※上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は今後さまざまな要因により予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以  上 
 

 


